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都築資米1目録

r都築資料」とば、原爆投下直後、被爆者の治療及び原子爆弾症の総合的かつ

科学的な調査研究を行った故都築正男束京大学名誉教授(以下「都築名誉教授」と

略ナ)の一連の資料である。

「都築資料」は、戦後ヒロシマの原点ともいえる資料であり、その一部は『広

島新史一資料編 1』として発刊した(昭和56年・3月)。

その際借用した「都築資料」は長男である都築正和東京大学教授に返却したが、

その後、ま毛なく同教授から、広島市で永久に保存し、活用してほしいとの申し

出があり、市では、この申し出をありがたく受け入んた。市公文書館に寄贈され

た「都築資料」が届いたのは、昭和56年7月6日であった。

広島市史にとって、また核時代の今日、現代史にとってもきわめて貴重な「都

築資料」が、ヒ=ツマの地にあって恒久平和の礎となるべく御配慮いただいた都

築正和教授に対し、深く感謝の意を表する次第である。

な粘、「都築資料」の意義については、『広島新史一資料編1』に今堀誠二氏

が本来の医学的な「都築資料」に、被爆歴史資科としての社会科学的な価値を与

えた解説をされているので参照されたい。

は じめに

、

1 都築名誉教授について

之原子爆弾症研究者゛としての都築名誉教授については今堀誠二氏の解説に触

れられているので、ここでは「都築資料」の中にみられる都築名誉教授のひとと

なりの一面を紹介したい。

『週刊読売』(昭和3笄3月24日号)の近藤日出造氏どの対談記事「近藤日出造

見参やブこんにちはJの冒頭で、近藤氏ば都築名誉教授を次のように評している。

「との先生ぐらい時問に厳格な人はあるまい、という評判だ。(中略)時間に対

する都築先生のこの観念によって、先生が国際人であるととが証明される。そし

て、いささかもコトをゆるがせにしない科学者であることが立証される。とのー

事で、医学老としての先生が信用できるのである。」この対談では、手術のとと、

原爆症のことをさりげなく語っているが、その話しぶりの中にも都築名誉教授の

人間に対する真塾な熊度がにじみ出ている。

『学生週報』(昭和能年2月23日号)では、赤尾好夫氏との対談(「医学の道D で

2
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次のように語っている。「医学という毛のは、どの方面に進むにしても、結局、人

問を相手の学問というととになりますから、宗教家と同じようなことになるかも

しれませんね」との言葉には、都築名誉教授の医者としての心がけが示されてい

る。これをさらにはっきり表現したのが、「原子爆弾災害の跡を調べて」 a954年2

月5~6田である。原子爆弾の非人道性を訴えた都築名誉教授は、との中で次の

ように語っている。 r現在、残されている原子爆弾被爆者に向って、今後の人類

の幸福のために、その身を犠牲にしてまでもそれ等の資科を集めるために協力せ

よと遣接に要望するととは、あまりにも残酷ではあるまいか。被爆生存者の方々

は、こと数年間、あまりにもいためっけられ、さなきだに不安な日常に明け暮れ

ている。宜しく、先ず、同情の心を以て、いたわってあげなけれぱなるまい。た

とえ、他覚的の所見がなくとも、すべての苦しみ、あらゆる悩は、愛の心を以て

開いてあげたい。そして調べてあげたい。及ばずながら、苦悩をやわらげるだけ
のことでも治療してあげたい。」

2

本目録に収録した「都築資料」の総点数は6妬点である。その内訳は、書簡.

葉書腿点、論文247点、講演要旨27点、写真19点、雑誌17点、調査票9点、地図
9点、その他264点である。

汰に分類であるが、資料によっては多様性があり、分類に迷うものもかなりあ

つた。最終的には次の11項目に分類Lた。

(1)日本学術研究会議原子爆弾災害調査特別委員会.合同調査団関係
a945~1947)

分類について

とこには、「広島宇品病院研究打合会・原子爆弾傷老治療対策」 a945年9月1田

をはじめとして、粘もに日本学術研究会議原子爆弾災害綱査研究特別委員会及び

日米合同委員会に関ナる書簡・覚書・報告書・事務連終文書などを収めた。なお
各研究者の論文粘よび関係資料は⑤ヘ一括した。

特に、物理学化学地学科会・生物学科会・機械金属学科会.電力通信科会.土

木建築学科会・医学科会・農学水産学科会・林学科会・獣医学畜産学科会の九っ

の分科会から構成される日本学術研究会議原子爆弾災害調査研究特別委員会で都
築名誉教授は、医学科会の会長として精力的な活動を行うとともに同委員会の中

3
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心的な役割を果たした。しかし、その多くの縄賓研究報告書は、 GHQの規制に
より公表できなかった。

つて、占領下における原子爆弾災害調査ここに収めた資料を一覧することによ

にまっわるさまざまな状況が明らか巴なるであろう0

(2)都築メモ・その他(1945~1947)

都築名誉教授の調査メモ粘よび軍関係の烱査報告などを中心に収めた0
原爆災害の実態を学問的に体系dけるために自らの調査はも都築名誉教授は、

とより、原爆被爆直後から調査を開始した軍の関係資料収集も積極的に行ってい
ここに収めた賓料は、原爆災害の生々しい実態を伝える貴重な歴史資料となる。

0 ている。

(3)被爆者調査票

被爆者調査票は、原子爆弾が人体に与えた影縛を統計的に調査する目的で数多
く作成された。とれらの詞査票には、「原子爆弾ガ妊婦卜胎児トニ及求シタ影轡

調査」と題する調査票を代表例として、多かれ少なかれ造伝にっいての調査項目
が設けられてぃる。ここに収めた資料を一覧すれぱ、原爆投下がいかに非人道的

であったか明らかとなるだろう。

な粘、「都築資料」の中には、とのほかに特異な資料として被爆者個人調査票な

どがある。その内訳は、『岩国海軍病院長報告一原子爆弾二因ル傷岩ノ経過概要』

(19枚).『原子爆弾災害調査事項』(昭和20年10月死亡例・170枚、昭和20年10月.
439枚、昭和20年10月.500枚、昭和21年5月1.6~2.OKM ・卯8枚、昭和22年6月.263

枚).『岡山医大、岡山陸病原爆資料』 a船枚)・『剖検記録』(21名分)である。

(4)地

都市計画図枯よび市街地図を収めた。

都市復興のための都市計画図までもが都築名誉教授の資料収集の対象となって

いたことは、同氏の問題関心が医学岩の域を超えていたことをうかがい知るもの

として興味深い。

(5)日本学術研究会議原子爆弾災害調査特別委員会、合同調査団論文

日本学術研究会議原于爆弾災害稠査特別委員会・合同調査団に論いて各研究者

がそれぞれの研究をまとめた論文及び関係資料を収めた。

論文は、医学論文がほとんどだが、物理学論文・化学論文も研究成果としてま
とめられている。

とこに収めた論文は、原子爆弾災害に関する初期の調査研究成果であり、以後

の調査研究の基礎をなすものとして、当時の調査研究が何に対して関心をもって
いたかを知る貴重な資料である。

図

4

(6)研究及び諭文閧係(1怖2~196の

昭和27年度科学研究費交付金総合研究計画に基づいて、塩田広重愽士を代表と

して組織された原子爆弾災害調査研究班関係一件をはじめとして、その後組織さ

れた各種協議会等の関係資料一件や、原爆乙女の渡米治療に関する資料一件及び

都築名誉教授を除く各研究者の諭文一件を収めた。

⑤に収めた研究成果を基礎として、その後の研究が生みだした数多くの論文が

とこに収められて粘り、⑤に収められた論文と比較することによって調査研究の
時期的な特色がうかがわれ、興味深い。

都築資料月録

(フ)都築正男論文原稿・メモ a952~1958)

都築名誉教授の論文原稿北よびメモなどを収めた。

ビキニ事件の起きた年に書かれた資料411は、「ゲタぱきにされると困る」か

ら未発表のまま「私の机のひき出しに埋もれてい」たものであり、原子爆弾災害

調査に関して都築名誉教授がフメリカ例との交渉を重ねてきた経験が、このよう
な形をとらせたのか屯しれない。

(8)都築正男講演要旨(]955~19認)

都築名誉教授は数多くの講演を行っているが、その際の講演用の原稿を収めた.

27点のいずれにも、 200字詰め原稿用紙に演題とその項目がきちんと記入され
ており、都築名誉教授のものビとをゆるがせにしない姿勢が感じられる.
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(9)論文・雑誌 a945~19靭)

各研究老の論文で雑誌.新聞に発表された論文等を収めた。ただし、炊の⑩に

収めた論文は除く。都築名誉教授の原爆関係論文及び対談も含まれる0
論文は、 GHQの規制により公表できなかったため、とこに収められた資料も、

占領の終了以後のものがほとんどである。

論文は、医学論文だけでなく、社会的発言を含んだ論文もあり、都築名誉教授
の活躍をものがたる資料となっている。

aの都築正男外科学関係論文(1925~1957)

都築名誉教授の外科学論文腿点を収めた。

大正15年の「硬『νソトゲソ』線ノ生物学的作用二関スル実験的研究」は、世
界最籾に放射線の動物に与える影響を実験的に明らかにしたもので、画期的なも
のである。また、「肺結核の外科的治療に就て」(昭和14年)をはじめとした一連

の研究は、放射線を肺結核の治療に役立てようとしたものであった。都築名誉教

授の原子爆弾症研究の経験が肺結核に関する研究に結実したと考えるとともでき
よう。

Ji

真(11)写

ここには、各種の写真資料を収めた。

写真は、何よりも事実を雄弁にものがたる資料である。

破壊されっくした市街や熱傷(ケ戸イド)を撮ったものがほとんどであるが、対

比の資料として被爆前の広島の市街を撮ったものもある.そのほかには原爆によ
つて廃城と化した広島の街のスケッチを撮ったもの、人体の組織標本写真を収録

した.
(広島市公文書館主事補前祐司)

例凡

1.目録は、資料の性質により11項目に分け、項冥ビとに年月日順に並べ、通し番号を記
した。

2.目録の記載方法

①記哉事項及び順庁は、原則として次のと粉りとした。((2)に記したものを除く。)
ア題名

論文は、その論文名を記した.書簡等は、その題名を記し、題名がない場合は宛
名を冠した。

た論、題名だけではわかりにくい場合には、題名の右に内容を()書した。題

名がない場合は、当館でとれを設け、適宜()書した,

イ作成者

資料の作成者がわかるものは、作成者名を記し、不明の場合は、表示を略した.
ウ浄圭̂

資料のうち、タイプ印刷は、(タイプ)、謄写印刷は、(謄写印刷)、手書きは、
(手書)、と記した。

工作成年月日

オ数量

(力資料の数量は、原則として(枚)で記した。

(イ)同じ資料が2部以上ある場合はその部数魯記した。例えぱ2枚でーつの資料で

同一のものが三つぁれば(2枚3部)とした。

ψ)同じ資料が2種以上ある場合は、その莅数毛記した。例えぱ、 2枚でーつの資

料で部分的に異なったものが三っあれぱ、(2枚3種)とした。

国多数の資料が「ーつの資料」とたっているものは、総合的な件名を(資料名)

とし、その点数を(点)として記し、個々の資料にっいては、「内訳」として後記

した。なお、該当資料には、(※)を付し、掲載の頁数を數量の右に()書し
た。

②Ⅸの論文.雑誌、 Xの都築正男外科学論文の記載事項及び順庁は原則として、数の
と13りとした。

ア題名

イ著者等

薯者が都築正男の場合は、原則として表示を略した。

ウ書名

書名あるいは新聞名を記した。書名を題名とした場合及び刊行物でない場合は、
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表示を略した。

工巻号

巻号および、通巻番号を記した.

オ別刷

別刷等は、()書した。

力出版年月日

キ数量

原則として(冊)で記した.

3.分頚番号

件名の右端に記した番号のうち、ハイフソより左の番号は、資料のひとかたまりにっ
けた番号であり、右の番号は、その中に収録されている順番を示す。なお、同一資料が
複数に存在ナる場合も、資料の集中を行わず、都築家で保存されていた形態を重視して

分類したため、ーつの資科に複数の番号がっいたものがある。

都築資料目録

1日本学術研究会議原子爆弾災害調査特別委員会・合同
調査団関係 19妬~1947

広島宇品病院副究打合会・原子爆弾傷者治療対策(手書)
19妬.9.1 12攸 14-1

指令(アメリカ調査団について) 1(AROIDFA皿(英文タイプ)
1枚1945.9.フ 19-1

覚書(学術報告書刊行の件)都築正男(手書) 19妬.10.9 1枚 08-1

Atomic Bomb lnvesti宮註tion H. W'. A11en commanding GeneTal, silth
A,myAPO"2 (英文タイプ) 18-1

1枚3部1945.10.12 19-2

Inve5壮宮且tionTra、elo,der (都築正男宛) R.W.BOLLING

(英文タイプ) 19妬.10.14 1枚 19-3

NAMESANDADDRESSOFATOMICBOMBCOMMISSION

(英文タイプ) 19師.10.19 1枚 19-4

the AtomiC 丑omb caSⅡaltiesat NAGASAKI, Motosab世δ八IASUYA八仏
1945.11.1 図1枚 09-4

都築正男の旅行証明害 R,T.0. KYOTO.srATIONMAJ. CA入IPBEI.1
(英文タイプ) 1945,11.フ 1枚 05一訟

都築正男への樵行命令書 GHQ・US・ARMYFORCES,PACIFIC
(英文タイプ) 19'.11.フ 1枚2部 11-6

Re11efBoardForvet虹如SGHQ・SCAP (謄写印刷) 1945.11.13
1枚 08-18

軍事保曄院二関スル件連会国最高司令部(謄写印刷) 19'.11.13
1枚 08-17
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長)(手書) 1945.11.26 1枚 08-21
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けた番号であり、右の番号は、その中に収録されている順番を示す。なお、同一資料が
複数に存在ナる場合も、資料の集中を行わず、都築家で保存されていた形態を重視して

分類したため、ーつの資科に複数の番号がっいたものがある。

都築資料目録

1日本学術研究会議原子爆弾災害調査特別委員会・合同
調査団関係 19妬~1947

広島宇品病院副究打合会・原子爆弾傷者治療対策(手書)
19妬.9.1 12攸 14-1

指令(アメリカ調査団について) 1(AROIDFA皿(英文タイプ)
1枚1945.9.フ 19-1

覚書(学術報告書刊行の件)都築正男(手書) 19妬.10.9 1枚 08-1

Atomic Bomb lnvesti宮註tion H. W'. A11en commanding GeneTal, silth
A,myAPO"2 (英文タイプ) 18-1

1枚3部1945.10.12 19-2

Inve5壮宮且tionTra、elo,der (都築正男宛) R.W.BOLLING

(英文タイプ) 19妬.10.14 1枚 19-3

NAMESANDADDRESSOFATOMICBOMBCOMMISSION

(英文タイプ) 19師.10.19 1枚 19-4

the AtomiC 丑omb caSⅡaltiesat NAGASAKI, Motosab世δ八IASUYA八仏
1945.11.1 図1枚 09-4

都築正男の旅行証明害 R,T.0. KYOTO.srATIONMAJ. CA入IPBEI.1
(英文タイプ) 1945,11.フ 1枚 05一訟

都築正男への樵行命令書 GHQ・US・ARMYFORCES,PACIFIC
(英文タイプ) 19'.11.フ 1枚2部 11-6

Re11efBoardForvet虹如SGHQ・SCAP (謄写印刷) 1945.11.13
1枚 08-18

軍事保曄院二関スル件連会国最高司令部(謄写印刷) 19'.11.13
1枚 08-17

都築教授宛メモ福井信立 19妬.Ⅱ,17 1放 11-10

ImpeH■IJ叩oneseAtm,'andN則yH伽Pi仏1"GHQ・SCAP (謄写印届D
1枚 08-191945.11.19

京都帝国大学原子爆弾災害調査班殉職者追悼記念講演会(プログラム.メ
モ.レジュメ) (謄写印刷) 1945.11.19 1枚 14-2

京都帝国大学原子爆弾災害調査班殉職岩追悼記念講演会(プ戸グラム.ノ
モ.レ、ジュメ) 1945.11.19 9枚 14-2

治療用ラジウム塊1個の預証(都築教授宛)喜多島鰹磨(広島県衛生課
長)(手書) 1945.11.26 1枚 08-21

原子爆弾災害調査研究特別委員会報告会速記録学術研究会議
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玲原子爆弾災害調査研究特別委員会第一回報告会速記録学術研究会議
19妬.11.30 1冊 27-10

19 都築正男宛葉害片岡純夫 0太島高師附属中学校科学々級4年生)
1枚 08-271945.11

14点(41頁)※ 20 原子爆弾災害調査研究特別委員会関係資料 19妬.Ⅱ 08-29

訂都築正男宛原子爆弾災害調査研究特別委員会発令(9月14田連絡書
1枚 08-15林春雄(謄写印刷) 19'.12.12
2枚 08-・1122 都築正男宛書簡舟岡省五 19'.12.13

08-122枚部都築正男宛書簡石川数雄 1945.12,17

2枚 08-1024 都築正男宛書簡神中正一 1945.12.19
08-163枚25 原子爆弾災害調査研究報告会演題(メモ) 19妬.12,19

26 原子爆弾災害調査研究報告会演題(謄写印刷) 1945.12.19 1枚 13-3

13,・-327 原子爆弾災害調査研究報告会演題・記録(メモ) 19妬.12.19 11枚

28 The w'orks ofthe Medicalsectlon oft11e specialc0血旦iltee lor the
E丘ects o{the Atomlc Bomb the NationalResearch 17-64

2枚4部 18-・19C0如CiHnJapan (英文タイプ) 1945.12.19

29 Medlcal¥vorl【 on Atomlc Bomb C郎Ualties A.wschwichten、eTg 17-54

1枚3部 18-18(英文タイプ) 1945.12.22

1枚 13-130 都築教授宛メモ三宅 1945,12.22

1枚 06-1031 都築正男宛書簡松林錆三 19妬.12.25

32 T1狐王ISTOFTHEPAPERSBYJAPANESEAUTHORS TheJapanese

Gover1血ent GTOUP, Jolnt c011血ission for t11e lnvest1宮ati0訂 ofthe
EHects ofthe Atotnic Bomb in ]apan (英文タイプ) 1945.12 15枚 17-55

3枚 14-3諦放射線病の臨床(手書) 19妬.12

1枚 08-2334 米国調査団隨行助手名簿(謄写印刷)

鉐原子爆弾災害調査診療班名簿(東京帝国大学医学部)(謄写印刷)
1枚 08・ー・24

36 「原子爆弾ノ学術的調査」製作ノ主旨卜方法、予想サレル映画ノ構成
3枚 08-26加納龍一(日本文タイプ)

37 M鵡aoTsuzuki宛書簡 A.W,OUGHTERSON (英文タイプ)
2枚 工9-51946.1.17

諦原子爆弾災害調査研究報告会(第二回)演題 08-5
13-4(謄写印刷) 1946.1.23

39 原子爆弾災害調査研究報告会(第二回)メモ(手書) 1946

、

、

19-8

(手書)

41 戦災被害胴害広島市調査課(謄写印届D 1946.1,26

42 D,.TSU■Uki宛書簡 OughteTson (英文手書) 1946.2.1

43 広島市・長崎市=於ケル原子爆弾ニヨル土壌ノ放射線化学的研究
(木村健二郎以下四名)横内記(手書) 1946.2.9

"原子爆弾災害調査研究報告会(第三回)演題(謄写印刷)
1946.2.16

45 原子爆弾災害調査研究報告会(第三回)メモ(手書) 1946.

37枚

51枚

如原子爆弾災害調査研究報告会(第二回)メモ

10

(メモ) 19".

(謄写印刷)

46 C01. A.W. OU筈hterson 宛書簡 Dr MasaoTSUZⅡki

(英文タイプ) 19妬.2,25 2枚

C01. A.W'. OU宮hterson 宛書簡 Dr Masao Tsuzukl
(英文タイプ) 1946.2.25 1枚

47 The 1ΠVesti宮日tion ofthe EHects ofthe AtomlC 丑omb b},the Nation01
Research councilin Japan Dr Ma5且O TSUZⅡki

(英文女イプ) 1946.2.25 1枚7部

48 MediC自IWOTk on A如mic BO'nb ca5U且丘ie5 J,1.入IARTIN (Btigadier
Gene凱1,USAchie(SU弔eon)(英文タイプ) 1946.2.27

1枚3部

4902(C01.Munson)宛都築などの調査継続その他 GHQ・USAFchief
SU屯eon (英文タイプ) 1946,2,27 1枚2部

5002宛都築正男研究継続の件GHQUSAFOFFICEOFTHEC班EF
SURGEON (英文タイプ) 1946.2.27 1枚

51 学研特別委員会第二回報告会メモ 1946.2.28 10枚

52 原子爆弾災害調査研究特別委員会第二回報告会速記録
学術研究会議 1946.2.28

胎 C01,A.W.0Ⅱg11te那on宛都築正男書簡草稿(英文手害)

11-フ

14-5

07-25

都築賣料目録

8枚 08-9

1枚 19-6

1枚2種

1.23

10枚

1946.1.23

7枚

(手書)

08-6

08-フ

08-フ

2枚

1枚3部

2.16

7枚

08-4

08-25
13-5

54 原子爆弾災害調査研究報告会(第四回)演題

08-5
17-36

13-4

原子爆弾災害調査研究報告会(第四回)

原子爆弾調査研究報告会(第四回)演題

玲一6

13-6

13-5

17-37

Ⅱ

19-フ

原子爆弾調査研究報告会(第四回)(メモ) 19".3.2

原子爆弾による災害に就いて(都築正男講演筆記)植木記
(原稿) 1946.3.5

原子爆弾ニヨル災害=就テ(都築正男講演筆記)若林記
(原稿) 1946.3.12

17一腿

59

17-56
18-17
20-15

17-57

1冊

1946.2

4枚

1946.3.2

1枚

5枚3.2

1946.3.2

1枚2部

5枚
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玲原子爆弾災害調査研究特別委員会第一回報告会速記録学術研究会議
19妬.11.30 1冊 27-10

19 都築正男宛葉害片岡純夫 0太島高師附属中学校科学々級4年生)
1枚 08-271945.11

14点(41頁)※ 20 原子爆弾災害調査研究特別委員会関係資料 19妬.Ⅱ 08-29

訂都築正男宛原子爆弾災害調査研究特別委員会発令(9月14田連絡書
1枚 08-15林春雄(謄写印刷) 19'.12.12
2枚 08-・1122 都築正男宛書簡舟岡省五 19'.12.13

08-122枚部都築正男宛書簡石川数雄 1945.12,17

2枚 08-1024 都築正男宛書簡神中正一 1945.12.19
08-163枚25 原子爆弾災害調査研究報告会演題(メモ) 19妬.12,19

26 原子爆弾災害調査研究報告会演題(謄写印刷) 1945.12.19 1枚 13-3

13,・-327 原子爆弾災害調査研究報告会演題・記録(メモ) 19妬.12.19 11枚

28 The w'orks ofthe Medicalsectlon oft11e specialc0血旦iltee lor the
E丘ects o{the Atomlc Bomb the NationalResearch 17-64

2枚4部 18-・19C0如CiHnJapan (英文タイプ) 1945.12.19

29 Medlcal¥vorl【 on Atomlc Bomb C郎Ualties A.wschwichten、eTg 17-54

1枚3部 18-18(英文タイプ) 1945.12.22

1枚 13-130 都築教授宛メモ三宅 1945,12.22

1枚 06-1031 都築正男宛書簡松林錆三 19妬.12.25

32 T1狐王ISTOFTHEPAPERSBYJAPANESEAUTHORS TheJapanese

Gover1血ent GTOUP, Jolnt c011血ission for t11e lnvest1宮ati0訂 ofthe
EHects ofthe Atotnic Bomb in ]apan (英文タイプ) 1945.12 15枚 17-55

3枚 14-3諦放射線病の臨床(手書) 19妬.12

1枚 08-2334 米国調査団隨行助手名簿(謄写印刷)

鉐原子爆弾災害調査診療班名簿(東京帝国大学医学部)(謄写印刷)
1枚 08・ー・24

36 「原子爆弾ノ学術的調査」製作ノ主旨卜方法、予想サレル映画ノ構成
3枚 08-26加納龍一(日本文タイプ)

37 M鵡aoTsuzuki宛書簡 A.W,OUGHTERSON (英文タイプ)
2枚 工9-51946.1.17

諦原子爆弾災害調査研究報告会(第二回)演題 08-5
13-4(謄写印刷) 1946.1.23

39 原子爆弾災害調査研究報告会(第二回)メモ(手書) 1946

、

、

19-8

(手書)

41 戦災被害胴害広島市調査課(謄写印届D 1946.1,26

42 D,.TSU■Uki宛書簡 OughteTson (英文手書) 1946.2.1

43 広島市・長崎市=於ケル原子爆弾ニヨル土壌ノ放射線化学的研究
(木村健二郎以下四名)横内記(手書) 1946.2.9

"原子爆弾災害調査研究報告会(第三回)演題(謄写印刷)
1946.2.16

45 原子爆弾災害調査研究報告会(第三回)メモ(手書) 1946.

37枚

51枚

如原子爆弾災害調査研究報告会(第二回)メモ

10

(メモ) 19".

(謄写印刷)

46 C01. A.W. OU筈hterson 宛書簡 Dr MasaoTSUZⅡki

(英文タイプ) 19妬.2,25 2枚

C01. A.W'. OU宮hterson 宛書簡 Dr Masao Tsuzukl
(英文タイプ) 1946.2.25 1枚

47 The 1ΠVesti宮日tion ofthe EHects ofthe AtomlC 丑omb b},the Nation01
Research councilin Japan Dr Ma5且O TSUZⅡki

(英文女イプ) 1946.2.25 1枚7部

48 MediC自IWOTk on A如mic BO'nb ca5U且丘ie5 J,1.入IARTIN (Btigadier
Gene凱1,USAchie(SU弔eon)(英文タイプ) 1946.2.27

1枚3部

4902(C01.Munson)宛都築などの調査継続その他 GHQ・USAFchief
SU屯eon (英文タイプ) 1946,2,27 1枚2部

5002宛都築正男研究継続の件GHQUSAFOFFICEOFTHEC班EF
SURGEON (英文タイプ) 1946.2.27 1枚

51 学研特別委員会第二回報告会メモ 1946.2.28 10枚

52 原子爆弾災害調査研究特別委員会第二回報告会速記録
学術研究会議 1946.2.28

胎 C01,A.W.0Ⅱg11te那on宛都築正男書簡草稿(英文手害)

11-フ

14-5

07-25

都築賣料目録

8枚 08-9

1枚 19-6

1枚2種

1.23

10枚

1946.1.23

7枚

(手書)

08-6

08-フ

08-フ

2枚

1枚3部

2.16

7枚

08-4

08-25
13-5

54 原子爆弾災害調査研究報告会(第四回)演題

08-5
17-36

13-4

原子爆弾災害調査研究報告会(第四回)

原子爆弾調査研究報告会(第四回)演題

玲一6

13-6

13-5

17-37

Ⅱ

19-フ

原子爆弾調査研究報告会(第四回)(メモ) 19".3.2

原子爆弾による災害に就いて(都築正男講演筆記)植木記
(原稿) 1946.3.5

原子爆弾ニヨル災害=就テ(都築正男講演筆記)若林記
(原稿) 1946.3.12

17一腿

59

17-56
18-17
20-15

17-57

1冊

1946.2

4枚

1946.3.2

1枚

5枚3.2

1946.3.2

1枚2部

5枚
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60 原子爆弾災害調査研究報告書目録(附録)(原積)

61 原子爆弾災害調査研究報告
学研原爆災害調査研究特別委員会 1946.3

62 MONIHI、YREPORT DT. M細aoTsuzuki

63 MONTHιYREPORT Dr.Ma5aoTsuzuki

64 C010nelcraw'ord samS 宛書簡 A.A. LiEBOW

(英文4イプ) 19妬.4.16

65 MONIHLY即PORT (英文タイプ) 1946.5,1

66 黒川巌宛書簡後藤敏夫 1946.5.6

67 MONTHI.Y郎PORT Dr.MasaoT5U加ki (英文タイプ)

MONT亘LY郎PORT (英文タイプ) 1946.6,1

68 原子爆弾災害調査研究報告会演題(謄写印刷) 19".6.15

69 原子爆弾災害調査研究報告会(原稿) 1946.6.15

70 原子爆弾災害調査研究報告会(メモ) 19".6.15

71 広島及長崎二於ケル原子爆弾爆撃ノ効果(一部分の割訳)
7枚合衆国戦略爆撃調査団(手書) 19".6.19

72 The E丑ects ofthe AtolnlC 丑olnbing of Hlroshlma and Na宮aseki
Tbe united state5 Sttategic Bomblng sutvey

80枚(英文手書) 1946.6.19

73 1heJolnt c01地ni5Sion 宛連絡 Dr. Ma$ao T5Uzuki
1枚3部(英文タイプ) 1946.6.25

74 B11Slness Report of Research lnstitutes etc. Dt. Masao TSU2Uki
3枚(英文手書) 1946,フ.1

75 MaS三OTSU.uk1宛書簡 A.W, OUGHTERSON

(英文タイプ) 1946.フ.16

76 M.TSU乞Uk1宛宴簡 Sta丘ordw'aTten (手書) 1946.8.8

フ7 C01.oughterson 宛書簡 MasaoTsuzuki
(英文4イプ) 1946.8.24

78 C01.S始Hordwa"en宛婁簡 M.TSUZUK1 1946.8.24

79 C01. A.W'. OUⅡhterson 宛書簡 Dr. Me5且O TSU2Uki
(英文手書) 19".8.24

」946.3

6冊

(英文タイプ) 1946.4.1
1枚

(英文タイプ) 1946.4.1
3枚

24枚 27-2

17-2
27-1
42-13

13-8

1枚

2枚

2枚

1946.6.1

2枚3部

2枚

1枚

8枚

2枚

都笈資料目録

Memo fr o ch surgeon dtd 27 Feb46 eut110rlzln宮 Dr. TSU乞Ⅱki'丑nd perty
to enter H1τOshima and N丑g郎aklALBERT R. DREISBACH

(英文タイプ) 1946.8.30 1枚3都

MON1壬11'Y REPORT Dr. Masao Tsuzuki

(英文タイプ) 1946.9.1 2枚

MONTHLYREPORT (英文タイプ) 1946.9.1 2枚

Dr. TSU乞Ⅱ雑宛書簡 A.W.ougbtetson (英文タイプ) 1946.11.8
1枚 19-14

(米国医師の調査団来広、日赤など視察)

『タ刊ひろしま』 1946.鳶.フ 1枚妬一N

Stati3tical obS由'vati0工10n Kelold5 Dr. TSU2Uld

(英文タイプ) 1946.12.舗 4枚 07-5

ATOMICBOMBCASUALTYCOMM玲SIONRepottNO.1
(英文タイプ) 1046.11.22~30 9枚 19-25

ATOMICBOMBCASUAITY COMMISSIONRepoTtNO.5
(英文タイプ) 1946.12.22~28 6枚 19・-26

広島市調査票原子爆弾ガ妊婦卜胎児トニ及ボシタ影響調査
(松林錆三案三谷助教授訂正)学術研究会議 1946.12.31 1枚 06-9

REPORTOFTHEMEDICAISTUDIESONTHEATOMICBOMB

Dr.MASAOTSUZUKI (英文タイプ) 1946 55枚 19-29

連合国軍指令第三号に依る半年研究報告の様式改正に就て

文部省科学教育長(謄写印刷) 1946 7枚 17-22
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19聡原子爆弾災害調査研究班に就て都築正男(原稿) 1951,257

10枚

U枚科学研究畳交付金総合研究計画調書(手書)258

1枚原子爆弾災害調査研究班名簿(謄写印扉D259

6枚原爆被爆者診療成績(大竹町にて)(謄写印品D 1952.8260
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10枚(手書) 1952.9.29

広島医科大学の原爆調査研究課題(謄写印刷) 1952,9.29 1枚263

長崎医科大学の原爆調査研究課題(謄写印刷) 1952.9.29 1枚264
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298 昭和29年度科学研究費総合研究の申請に関する件
塩田広重(謄写印鼎D 1954.1.6

12-1

47-1

47-2

56-フ

47-4

22

56・・・ 1

47-5

47-6

56-2

56-4

56-5

都築資料目録

56-6

56-8

47ーフ

47-12

47-8

27-6

47・ー・11

47-14

47-15

47-16

、

47「・-9

47-18

47-30

47-31

47-40

47-42

1枚

47-17

47-33

23

47-19

47-19

47-22

47-21

47-23

47-20

47-24

47-27

47-25

47-26

36

一
"
 
J
、

.
'
き
舳
注

タ
無

一
.
寺
、



,イ

都築賣料目録

2枚299 都築正男宛害簡天野重安 1954.1..8

2枚300 都築正男宛書簡波辺漸 19騏.1.17
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1枚(英文永イプ) 1954.1.29

306 都築正男宛書簡広瀬金之助 1954.1.30 1枚

307 原爆被害対策に関する調査研究連絡協議会第二回広島・長崎部会日本学
術会議放射線影響調査特別委員会医学班合同会議議事録
(謄写印刷D 19郭.2.5 6枚2部

308 ATENTATIVEPROGRAMJOINTSYMPOSIUMOFI'ATEEFFECIS

OFTEEATOMICBOMBINJURIES (英文タイプ) 195 4.2.5~ 6
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309 ATENTATIVEPROGRAM JOINTSYMPOSIUMOFIATEEFFECTS
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慢性原子爆弾症の診断と治療(原稿) 1954.2.18

原爆障害症の治療について操担道 1954.2.18

原爆障碍者の貧血の治療に就て浦城二郎 1954.2.18

内科的に見た原爆症の治療方針菊地武迄 1954.2.18

原子爆弾熱傷癒痕異状の治療方法(案) 1954.2.18

第6回広島医学会総会プログラム 1954.2.20~21

長崎に於ける原子爆弾傷害の統計的讐察第一編~第四編閥来助
(手書を写真にとったもの) 4冊

原爆被爆対策に閥する調査研究連絡協議会第三回広島長崎部会の開催につ
いて小島三郎(原爆被害対策に関する羽査研究連絡協議会広島長崎部

1枚会長)(謄写印届D 1955.フ.1

1枚第三回広島長崎部会開催要領(謄写印刷)

懇談会案内状渡辺忠雄(広島市長) 1955.フ.12 1枚

広島・長崎両県の原爆障害者に対する治療法を確立するための調査研究畳
1枚予算調書(予防研究課)(謄写印昂ID 1955.フ.12

原爆被害対策に関する調査研究連絡協議会第三回広島長崎部会次第

、

47-45

47-44

47-47

47-38

47-43

47ー"

317

訟3

318

319

320

被爆児童の精神及び身体発育に関する研究
.木田重雄(階写印刷D 19防.フ.12

被爆母体より被爆後に妊娠L初回に出生せる児童(所謂第1
育に就て田渕昭・舟橋鋭徳・捌井英二(勝写印刷)

324

47-39

47-41

55-10

詑5

321

原子爆弾後障害症治療指針案(昭和29年版)
連絡協議会(謄写印刷)

原子爆弾後障害症治療指針案(内利関係屠和29年度版)

原子爆弾後障害症治療指針案(脹科関係昭和29年度版)
Prof. TSUZⅡkiin Heidelberg Der Mediziner von Hiroshimι1

"Heldelberg町legebl.tt"(新聞切抜) 1955.9.1

Mr. James T. NiC110lson (American NotlonalRed cTOSS)宛書簡
Tadatsugushimad.U (英文タイプ) 1955.12.28

入lr. James T. Nicholson 宛書簡 Mesutar01ΠOue
(英立タイプ) 1955.12.28

Dr.Tsuzuki宛書簡 Notmancousins (英文タイプ)
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訟8

長崎剖検状況(Π爵飴咋5月31日現在)詑2
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Revielv of the Recent Researches on t11e Bi010glcal E仟ecis o{ 10口izlng
RadiationlnJapan Ma訟OTsuzuki 1957.2 3冊

Tsuzuki宛書簡 Dr. med. E. platzer 1957.4.12 1枚

放射線影響調査特別委員会の運営について都築正男
(原稿) 1957.12.25 5枚

放射線により発現する異常状態

渡辺漸「原爆被爆による障碍症」から(手書) 19腿.8

原子爆弾後障害研究会講演及ぴ順序]959.6.13~14

原子爆弾後障害研究会

原爆被爆者の医療等に関する法律施行状況一覧表など
(謄写印届D 1959.6.10

原爆失明者の実態について増田鞭哉(広島赤十字病院)
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原水爆被害に対する総合的調査研究班吹第害(案)

原水爆被害に関する総括釣研究委員会昭和34年度第1回会議メモ
(手書) 4枚

散乱体近傍の1線吸線量の測定法木村毅一・中井洋太
1959.10.5 1冊

原爆被爆者由血病の病理一特に白血病の進展形式につぃてー
堀野郁三・広瀬文男 1959.10.5 1冊

1'加の内部照射が廿日鼠に及惇す長期影響、特に造血臓器と脳下垂体の
変化について竹本裕幸 1959,10.5 1冊

1. PMの内部照射が廿日鼠の造血機能に及ほす影響並ぴに腫癌及び白血

病の発現について 2.急性放射線障害に対する骨髄の治療効果に関す
る研究(統報)脇坂行一・松本彦哨'・山岸司久 1959.10.5 1冊

被爆者、特に癒痕所有者の甲状腺、副甲状腺、副腎皮質の機能
調来助・手塚博・田崎英秋 1959.10.5 1吊

原爆被爆者の疫学的遺伝学的研究一原爆被爆者の精神身体医学的観察一
操担道・九大第一内科 1959.10.5 1冊

長崎被爆者の地区別脱毛頻度詞来助・手塚博 1959.10.5 1冊

360

55-8

361

55--9

55-フ

48-6

60-4

362

3開

被爆1~3ケ月後における広島原爆被災者(175名)367

量との関係脇坂行一 1959.10.5

3訟被照射集団中の有害遺伝子の頻度分布(キイ戸シ,
して)松平頼暁・山崎照俊.村地孝一

369 東京在住原爆被爆者の造血障害調査成績美甘義夫.宮川正
370 西山地区における放射性降下物の基準線量率

入江英雄・竹下健児.森田右

371 原爆被爆者の精神作業能力浦誠二郎

372 長崎市外長与村に於ける水晶体検診成績広瀬金之助.広纛泉
373 広島における残留放射能山崎文男(原稿)

374 放射線の晩期的造血障害像に関する臨床饌察成績
美"嚢夫.中島章・今村幸夫・小宮正文(原稿)

375 原爆被爆者の疫学的遺伝学的研究操担道(原稿)
376 原水爆被害に関する臨床的ならぴに実験的研究菊地武彦

377 原水爆の被爆のさいの被放射線量の推定斎藤信房(原稿)
378 散乱体近傍の7線吸収量の測定法木村毅一

379 原水爆被害に関する総括的研究班昭和34年度申請書控(手書)
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2冊 53-4392 長崎市西山地区の残留放射能測定入江英雄.竹下健児

393 白血病の骨髄組織に及ほす化学療法の影響一特に原爆被爆に関連ある白血
2冊 53-5病にっいて一広瀬文男・掘野郁三 1960.2.25

394 慢性原爆障碍者に対する温泉療法の治療効果浦城二郎 1960.2.25
2冊 53-6

3飾トロトラスト造影法による後遺症殊に肝臓癌の発生にっいて三宅仁'
1冊胎一フ菅野晴夫 1960.2.25

396 長崎に於ける原爆被爆者の甲状腺・副甲状腺・副腎皮質の機能
1冊 53-8調来助・手塚博・田崎英秋 1960.2

39フレ線全身大量照射及ぴ熱傷の甲状腺・副叩状腺・副腎皮質機能に及ほす影
1冊 53-9響(実験的研究)調来助・手塚博 1960.2

398 原爆被爆考の血液像異常に対する治療法について
1肌1 53-]0ーオロチソ愁の使用経験一脇坂行一 1960.2.25

399 ラジオ.オートグラフ'ーによる骨髄細胞のデスオキシリボ核酸合成に関
古る研究.骨髄細胞核酸合成に及ぽ,'X線の影将

1冊胎一Ⅱ脇坂行一 1960.2.25

40O P能 lncorpma60nに依る CO007一線照射海狽の造血臓器の核酸代謝に関
1冊 53-12する研究脇坂行一 1960.2.25
2冊 53-13401 八幡地区在住被爆老検診成績操担道 1960.2.25
1枚 尋一N402 被爆状況表廣瀬金之助(英文タイプ)(写真付)

腿一15403 広島に於ける被爆線量の推定田島英三・織田暢夫 1960.2.25 1冊
404 広島の土砂をJRR-1によって放射化Lた試料の放射能減衰曲線

5枚2部脇一16山崎(謄写印刷) 1960.2.25

405 過去14年間(1946~195g)の広島市1こ於ける白血病の統計的観察
2冊伊藤俊夫.松林保英・広瀬文男 1960.2.25

406 執筆依頼『臨休と研究』昭和35年4月、放射能と医学特集、
4枚 58-1(謄写印刷)

Ⅶ都築正男論文原稿・メモ 19聡~]958

REPORTONIH霊MEDICALSTUDIESOFTnEEFFECTSOF THE407

ATOMICBOMB Dr.MASAOTSUZUKI (英文タイプ) 54枚
38枚408 AtomioBombReport (英文手書)
1冊409 原子爆弾災害調査研究『総合研究報告集録』(別刷)
訂枚410 昭和28年度研究鬢配分表(手書)
W枚411 原子爆弾災害の跡を調べて(原稿) 1954.2
1冊412 新聞スクラップ(大学ノートに貼付) 1957

)

57-15

岡

6.10

1枚

6.30

1枚

1枚

1枚

5.17

1枚

1956.9.26

1枚

1枚

1枚

1枚
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1枚

3枚
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※413
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57一玲
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57-20

57-21
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原子爆弾災害調査研究 15点(49頁) 47-35

ATOMICBOMBINJURYFROMMEDICAEPOINTOFV1竺W

MasaoTS11Zuld (ウ'ラ) 5枚 47-36

ACUTEANDCHRONICRADIATION INJURIES
MasaoTSUZⅡM (英文タイプ) 8枚2部 47-37

ANAI.YS玲OFTHERELATIONSHIPOFSHIEIDINGANDD玲IA[NCE

FACTORSTORADIATIONCATARACTS

Lowe11A.woodbuw (英文タイプ) 6枚 47-51

国連科学委員会について都築正男(原稿) 25枚 60-3

広島及び長崎における原子爆弾障害の後期症状(後遺症総論)
都築正男(原稿) 60-10

広島及び長崎における原子爆弾後遺症としてのケロイド問題
都築正男(原稿) 60-11

415

416

57-11

417

418

28
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Ⅷ都築正男講演要旨 19郭~19腿

原子力導入に就ての考え方生命保険文化研究所主催講演 1955.

熱傷(最近の経験とそれに対する対策の進歩)短波放送 1955.

原子力問題の医学的考察宇都宮市医師会 1955.フ.3

国際外科医会に出席Lて外科集談会 1955.11.19

放射能障害の対策に就ての老察束大病理学教室記念講演 1956.

原子力放射能の人体に及ほす影饗束京労倒基準連合会講演

国連科学委員会に出席Lて 1956.11.12

国連科学委員会の話題力、ら 1956.11.21

原水爆実験の影響 NHK放送録音 1957.2.器

国連科学委員会(第3回会議) NHK解説 1957.5.4

放射能障害について新潟大学医学部本館謝堂にて 1957,5.19

国連科学委員会力、ら帰って日本短波 1957.5.21

放射線の人体に対する影響外務省にて 1957.5.31

人体に対する放射能の影響法政火学平和問題講演会 1957.6.1
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60-21冊『思想』 NO.362 1954.8
33

478 放射能障害について 心一飢
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呉鎮守府『原子爆弾災害調査報告集』(牙怖D 4冊

535 広島市における原子爆弾に関する調査(医学的方面)
具鎮守府『原子爆弾災害調杏邦告集』(月嶋D 4冊

536 原子爆弾の生物学的作用に関する研究(第2回報告)
呉鎮守府衛生部『原子爆弾災害調査報告集』(牙帰ID 2冊

537 原子爆弾の生物学的作用に関する研究(第3回報告昭和20年Ⅱ月3日)
呉鎮守府衛生部『原子爆弾災害闘査報告集』(牙婦D 3冊

5訟原子爆彈による広島戦災医学的調査報告陸軍軍医学校.臨時束京第一陸
軍病院『原子爆弾災害調査報告集』(牙幌D 3冊

539 『総合医学』第9巻第9号(別刷) 1952.9 1冊

540 『週刊医学通信』第7巻第323号]952.12 1冊

541 『日本医事新報』 NO.1537 19胎.10 2冊

542 『日本医事新報』 NO.1543 19聡.11 1冊

543 『日本医事新鞍』 NO.1556 1954.2 4冊

544 『日本医事新報』 NO.1558 1954.3 1冊

融5 『日本医事新報』 NO.1579 1954.フ 1冊

5ι6 『サンデー毎日』 1954.2.21 1冊

547 『TIME』 1957.2.18 1冊

548 『TIME』 1957,3.11 1冊

549 『医療』 V01.9NO.1 1955.1 1冊

550 『外科診療』第1巻第6号(別刷) 1959.12 1冊
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57-38

42-12
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打一1
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41-17
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X 都築正男外科学関係論文

「エプーリス」二就テ『日太外科学会雑誌』第26回第8号 1925.11551

3冊

硬「レントゲン」線ノ生物学的作用二関スル実験的研究552

1冊『日本外科学会雑誌』第27回第1号 1926.4

EXPERIMENTALSTUD1亘SONTHEBI01'OGICAI、ACTION OF553

HARDROENTGENRAYS

2冊BY MASAO TSUZUI<1, M.D.1926,8

1冊歯顎口腔疾患二於ケル熱『医学輯覧』臨時琴 1930.12554

抜歯二因スル上顎貴ノ穿通二就テ(臨床講珪)555

1冊『日本歯科・口腔科学会雑誌』第心号 1931.9

1冊頭瘻(脱床講巽)『突験医報』第18年205号 1931.11556

歯認腫(「エプーリス」)二就テ557

1冊『日本歯利・口腔科学会熱誌』第46号 1932.6

1冊歯性頭部膿癌『日本歯科・口腔科学会雜誌』第46号558

1儒急性上顎骨骨炎(臨床誠義)『実験医報』第18年213号 19詑.フ5脚

下顎切除卜骨移植法(臨床講義)『実験譲報』第19年218号 19訟 12560

1冊

下顎智歯周囲炎(臨床講義)561

2冊『日木歯科口腔科学会雑誌』第50号 1933.6

上顎欠損後ノ補填療法(臨床謡義)562

『日本歯科口腔科学会雑誌』第51号 19諦.9

歯性顎炎ノ病理及ビ療法563

『大日本歯科医学会会誌』第31年第2号 1933.10

東京帝国大学医学部歯科学教室近業抄564

『日木歯科口腔科学会雑誌』第53号 1934.3

膝蓋骨骨折(醐床講義松原貞枕記)565

1冊『実験医雑』第20年第238号 1934.8

再び虫様突起を探りて『実験医報』第21年第242号 1934.12 1冊566

顎下腺の腫大を初許として急性骨髄性白血病(臨床講義片岡六四郎記)567

1冊『実験阪報』第21年第246号 19舗.4

頭部及び顔面の外傷(蕗床講襲卜部美代志記)568

『治療及処方』第16年第16巻第4冊第183号 1935.5

26一駆

26-42

60-1

訟
腿一19

26-24

26-16

26-13

26-1

放線状菌症の研究『東京医事新誌』第29詑号 19舗.6569

外傷患考の応急、処置に就て『診断と治療』臨時増刊 19部.Ⅱ570

36

26-4

26-5

26-14

26-46

26-2

1冊

2冊

1冊

26-3

26-6

26-36

26-27

26-39

26-9

26-15

冊
冊
冊
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X 都築正男外科学関係論文

「エプーリス」二就テ『日本外科学会雑誌』第26回第8号 1925.11551
3冊

硬「レントゲン」線ノ生物学的作用二閲スル実験的研究郭2
1冊『日本外科学会雑誌』第27回第1号 1926.4

EXPERIMENTAISTUDIESONTHEBI010GICAιACTIONOF553

HARDROENTGENRAYS
2冊BY MASAO TSUZUI<1, M. D.1926.8

1冊惚顎口腔疾患二於ケル熱『医学輯覧』臨時弓 1930.12554

抜歯二因スル上顎賓ノ穿通昌就テ(臨床講義)郭5
1冊『日本歯科口腔科学会雑誌』第43号 1931.9

1冊頭瘻(臨床講義)『突験医報』第玲年205号 1931,11556

歯飢腫(「エプーリスD=就テ557
1冊『日本歯利・口腔科学会雑誌』第46号 19詑.6

1冊歯性頭部膿癌『日本歯利・口腔科学会雑誌』第46号558

急性上顎骨骨炎(臨床講義)『実験医報』第18年213号 19訟,7 1冊5靭

下顎切除卜骨移植法(臨床講義)『実験医報』第19年218号 1932.12560
1冊

下顎智歯周囲炎(晦床講義)561
2冊『日本歯科口腔科学会雑訣』第50号 19鵠.6

上顎欠損後ノ補垣療法(臨床難義)562
1冊『日本歯科口腔科学会雑誌』第51号 1933.9

歯性顎炎ノ病理及ビ療法5儒
2冊『大日本歯科医学会会誌』第31年第2号 19諦.10

東京帝国大学医学部歯科学教室近業抄564
1冊『日本歯科口腔科学会雑誌』第聡号 1934.3

膝蓋骨骨折(臨床講義松原貞枕記)5聞
1冊『実験医報』第20年第238号 1934.8

再ぴ虫様突起を探りて『実験医報』第21年第242号 1934,12 1冊566

顎下腺の腫大を初許として急性骨髄性白血病(臨床需義片岡六四郎記)567
1冊『実験医報』第21年第246号 1935.4

頭部及び顔面の外傷(臨床講義卜部美代匙記)568

『治療及処方』第16年第16巻第4冊第183号 19舗.5

11

)

26-16

て
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571 虫様突起炎治療の変遷を辿る『診断と治療』臨時増刊 1935.11 1冊 26_11
572 廻盲部癌種(臨床誹鞍深沢潔記)『実験医報』第2咋第259号 1936.5

1冊 26-フ

573 再びアメリカの医学を翻て『実験医報』第23巻第265号1936,11 1冊 船一17

第2 回汎太平洋外科学会(The second congres$, pan、paci6C surgical574

Associeti0訂)参列報告書(都築正男・佐藤清一郎.西川襲英共著)
「日本外科学会雑誌』第37回第12号19釘.3 1冊 26-28

575 轆近に按ける肺結核外的療法の趨勢に就て
『外科』第 1巻第 1号 1937.4 1冊 63・-15

576 大綱ノ生理及ビ病理『東京医事新誌』第3029号(抜冊) 1937.4
1冊 26-25

577 大綱ノ生理及ピ病理『日本消化機病学会雑誌』第36巻第6号 1937.6
1冊 26-17

578 外科学顔面.口腔.頸部・食道・胸部『日本医事年鑑』 1937 1冊 26-]8

579 RANUI'A AND SYPH11'1S "The AmeTican ]out訂al。fsurger " 26-40
V01.37NO.11937,7 4冊 腿一13

580 乳腺腫癌の鑑別診断及検査法『診断と治療』臨時増刊 1937.11 2冊 26-35

581 輕近二於ケル肺結該外科酌療法ノ趨勢二就テ
(呉鎮守府軍医長記) 1937.11 1冊 63-18

郭2 全身及び局所麻酔剤(手術時無痛法手技の検討)
『常用薬剤の副作用及ぴ中毒と其処置』第3篇 1937.12 3冊 63-9

腿3 結核性頸部淋巴腺炎(臨床講鞍洪沢喜守鄭記)
『実験医報』第24巻第281号 1938.3 1冊 26-8

郭4 支那事変に於ける戦傷に就て

『第十回日本医学会会誌』 19謁.3 1冊 26-32

郭5 支那事変に於ける戦傷に就て『実験医報』第283号 19能.5.12 2冊 26_34
586 EHects of Be・D Redlatlons upon vica Feda MASANORINA1くAIDZ.

UMI, KOITI "NATURE"V01.142 19訟.9 1枚 08-14

郭7 内臓損傷の臨床症状に拠る早期診断
『診断と治療』臨時増刊第15号 1938.9 1冊 26--10

聡8 マーキュロクロームに代るぺきマーゾニンに就て
『東京医事新誌』第31備号 1938.10 1冊 26-26

5即戦傷治療二関スル其ノ後ノ知見二就テ
(佐世保鎮守府軍医長記) 19認.11 1冊 26-30

590 外科学顔面.・口腔.食道.胸部
『日本阪事年鑑』昭和十三年度 1938

26-42
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26-4

26-5

2冊

1冊

2冊

1冊

26-6

26-27

26-39

26-9

訟
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26-24

26-13

26・-1

放線状菌症の研究『京京啄事新誌』第29噐号 1935.6569

外傷患者の応急処置に就て『診断と治療』臨時増刊 1935.11570
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591 戦傷の特殊性に就て
1冊 26-31『日本臨床外科医会雑誌』第2回第11号 1939.2

592 肺結核の外科的治療に就て
1冊 腿一16『実験医報』第25年第300号 1939.10
1冊 26-21593 戦傷学『日本医泰年鑑』 1939

594 外科学顔面・口腔・頸部・食道.胸部
1冊 26-19『日本医事年鑑』昭和十四年度 1939

5飾 Bi010宮i5ho wirkung von Alph丑Strahlen Ⅱnter BerucksichtigUΠ宮 der
Pro、1eme det Rad1叩1・schwachtheraple

1冊 15-10DOZ. Dr. K.1nouye " S比ahenth巳工且Pie ' 64B 皐nd 1939

596 戦時下掲逸医学見聞談
26-221冊『日本臨床外科学会雑誌』第5回第 1号 1941.1
26-231冊597 放線菌症の予後『日本医事新報』第1008号 1942.1

1冊 26一→41598 胃十二指腸の外科『保険医学雜誌』第41巻第4号 1942.9
Paul. S. Hensh皐、V599 1mPⅡCatlons from studies wlth ph丁$icalC丑rclnogens

" CANCER" Journ皐10ftl)ヒ Na60na11nstituLe v01.5 NO.6 1945.6
1冊Ⅱ一諦

60O CIRCUI'ARLETTER NO.闘 CAICULATION OFHEMOGLOBIN,
HENOTOCRITANDP王'ASMAPROTEIN (THECOPPERSUI'・
P11ATEMETHOD) GHQ・U.S.ARMYFORCES,PACIFICOFTHE

9枚CHIEFSURGEON (英文タイプ) 19妬.8

1冊601 熱傷に就て『総合医学』第2巻第11号 19妬,8
1冊602 『皮膚科性病科雑誌』第56巻第1号 1946,6
1冊603 創傷に就て『医療』第1巻第3号 19娼.2

604 外科臨床から眺めた肺結核症の治療
1冊『最新医学』第5巻第1号 1950.1
1冊605 結核と外科『臨床外科』第5巻第1号 1950.1
1冊606 斉藤真先生の憶い出『臨床外科』第5巻第3号 W50. 3

塩田広重・火槻607 フメリカの旅、附心臓手術の見聞談(座談会都築正男'
1冊菊男)『臨床外』第5巻第8号 1950.8

608 肺結核に対する肺切除術の概念・一外科医の常識
1冊『臨床外科』第6巻第8号 1951,8

609 或る日の塩田広重先生、齢と健かさと若さの泉を探る
1冊『日本臨床』第 9巻第12号 1951.12

610 肺結核の外科的療法を行う場合に化学療法を如何に併用すべき九
(座談会都築正男・宮川米徐・美甘義夫)

1冊「診療の実際』 V01.3NO.1 19鵬.1

肌一謡
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591 戦傷の特殊性に就て
1冊『日本臨床外科医会雑誌』第2回第Ⅱ号 1939.2

592 肺結核の外科的治療に就て
1冊

『実験医報』第25年第300号 1939.10
1冊

舶3 戦傷学『日木医事年鑑』 1939

594 外科学顔面・口腔・頸部.食道'胸部
1冊『日本医事年鑑』昭和十四年度 1939

595 BI。1。宮ishe W1宝kun宮 Von Alph郎hahlen unter Beruckslchtigun曾 der
Prob1田ne der Rad1叩1・schwachtherapie

1冊D。Z,Dr.K.1nouye "strahent11etapie 64B and 1939

596 戦時下獨逸医学見閏談
1冊『日本臨床外科学会薙誌』第5回第1号)941.1
1冊597 放線菌症の予後『日本医事新報』第1008号 1942・1
1冊脚8 胃十二指腸の外科『保険医学雑誌』第心巻第4号 19蛇.9

>

11

599 1ⅡI Hcationsfrom studies with ph丁SiC丑Icatcln0宮ens paul・ S・Henshaw
" CANCER,, J。umalo{the Nationa11nstitute v01,5 NO.6 W45・ 6

1冊 17一訟

CIRCUIARLETTER NO.35 CAI'CULATIONOFHEMOGLOBIN,
HENOTOCRITANDPIASMAPROTEIN (THECOPPERSUL'
P11ATEM雪THOD) GHQ,U.S. ARMYFORCES,PACIFICOFTHE
CHIEFSURGEON (英文タイプ) 19妬.8 9枚

1冊熱傷に就て『総合医学』第2巻第Ⅱ号 1945,8601

1冊『皮膚科性病科雑誌』第56巻第1号 1946.6602

1冊創傷に就て『医療』第1巻第3号 19娼.2603

外科監床から眺めた肺詰核症の治療604
1冊『最新医学』第5巻第1号 1950.1
1冊結核と外科『晦床外科』第5巻第1号 1950.1605

1冊斉藤真先生の憶い出『臨床外科』第5巻第3号 W50・3606

フメリカの旅、附心臓手術の見聞談(座談会都築正男.塩田広重'大槻607
1冊菊男)『臨床外』第5巻第8号 1950.8

肺結核に対する肺切除術の概念一外科医の常識608
1冊『臨床外科』第6巻第8号 1951.8

或る日の塩田広重先生、齡と健かさと若さの泉を探る609
1冊『日本臨床』第9巻第12号 1951.12

肺結核の外科的療法を行う場合に化学療法を如何に併用すべきか610

(座談会都築正男・宮川米次・美甘義夫)
1冊「診療の実際』 V01.3 NO.1 1952.1

600

占

1 " 1、、

1, J、、J

三"1'

JL七
ーヂ^、

05・・-1

05-5

05-6

05-フ

03-12
船一19

05-12

39

26-31

63-16

26-21

41-9

6U 肺結核の外科的治療法の回顧と展望
『結核診療室』第2巻第1号 19訟.1 1需

612 肺結核症の外科的治療に関する二.三の考察
『日本臨床結核』第11巻第1号 1952.1 1冊

結核外科今昔物語(座談会都築正男・河合直汰.佐藤油一郎.篠井金613

吾')『日本臨床』第10巻第3号・第4号 1952.3.4614 2冊

肺結核に対する撰択的成形術について615

『日本臨床』第10巻第9号 1952.9 1冊

616 随想第二のコースを泳ぐ

『週刊践学通信』第7年第322号 1952.Ⅱ 1冊

田7 外科臨床の立場から眺めた胃潰癌
『綜合臨床』第1巻第9号 19訟.12 1冊

618 最近に於ける胸部領域疾息の外科的療法の変り方に就て
『新藁と臨床』第2巻第1号 19脇.1 1冊

619 肺結核外科的治療法研究の現況
『日本臨床結核』 V01.12NO,1 1953,1

能0 内科的には治り難いが外科的には治り易い症例を
『結核診療室』第4巻第2号 1953.2

6幻呼吸と循環との障害についての対策
『呼吸と循環』第3巻第3号 1955.3 1冊

622 医学の道(赤尾好夫との対談)『学生週報』 1957.2 1冊

623 巻頭言『外科』第19巻第10号 1957.10 2冊

能4 組織移植二依ル成形手術二就テ都築正男誰述佐世保鐘守府軍医長記
1冊

625 放線状菌症の予後『診断と治療』第16綿「重要なる疾唐、の予後」 1冊

XI 、与・

26-19
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U一玲

15-10

26-22

26一部

26-41

38

11-5

26-33

09-11

41-10
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肌一Ⅱ

41-12

41-12

U-U

41-12

4]-13

41-12

真

原子爆弾傷・重症熱傷・重症放射能傷字品船舶司令部撮影
19妬.8

原子爆弾災害(広島市)被害の前後 19妬.8

被爆前の広島

原子爆弾熱傷(広島) 19妬.Ⅱ

組織標本 1946.Ⅱ.27

41-6

41-6

626

41-14

41-6

26-29

26-12

41-フ

41-8

26-44

41-15

26-45

26・-43
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6訊広島市庁での調査団記念写真

U. S. ATmy) 1946,」2.6

632 原子爆弾傷熱傷(広島一長崎)

633 調査スナップ

634 調査団・調査スナップ

J. NEEL (photogTaph by si宮nelcorps
1枚

6舗長崎被害写真

1946.12

636

637

組織標本

長崎被害写真

638

639

640

藻谷草土史広島スケツチ

組織標太

原子爆弾火傷(広島)

641 汽車時問表・脱毛患者・電柱(広島)

2枚

8枚

07-12

02-13
02-14

04-10
04-13

04-19

04-20
04-21

04-24
04-27

04-34

05-9

05-10

05-11

38-2

38-フ

05-8

05-15

05-18

05-22

05-35

05-37

09-1642

643

研究発表用図表

被爆直後の長崎市浦上附近(中心地)の全景
苅原書店(長崎) 19妬.9.8

記念撮影

日独医藁懇談会(記念写真) 1955,1.部

帰枚

644

645

2枚

Ⅱ枚

6枚

如

8枚

8枚

5枚

3枚

23枚

1枚

1枚

1枚

09-9

]1-8

38-1
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631 広島市庁での調査団記念写真
U.S.Army) 1946.12.6

632 原子爆弾傷熱傷(広島一長崎)

郎3 調査スナップ

J

634 調査団・調査スナツプ

J.NEEL (photogtaph by signalcorps
1枚

19妬.12

2枚

8枚

635 長崎被害写真

組織標本

長崎被害写真

636

637

6認

639

640

藻谷草土史広島スケツチ

組織標本

原子爆弾火傷(広島)

641 汽車時間表・脱毛患者・電柱(広島)

07-12

02-13
02-14

04-10
04-13

04-]9

04-20
04一幻

04-24
04-27

04-34

05-9

05-・10

05-11

38-2

38-フ

05-8

05-15

05-18

05-22

05-35

05-37

09-1

報、

」、

マ

642

643

^

研究発表用図表

被爆直後の長崎市浦上附近(中心地)の全景
荊原書店(長崎) 19妬.9.8

記念撮影

日独医薬懇談会(記念写真) 1955.1.21

^

玲枚

644

645

20 原子爆弾災害調査研究特別委員会関係資料(1945.1D
C NI. we11ece 宛メモ

Dr.oughte玲on 宛メモ

詞査症例

剖検例

参加者名縛

災害統計

研究賓送付二関スル件

原子爆弾災害翻査研究特別委員会医学的剥査研窕

土壌中ノ Ra含量二就テー(林記)

ATOMICBOMBCASUAITIES

都築正男宛書簡篠井金吾

調査研究二関シテノ内訳書

原子爆弾災害詔査特別委員会名簿ノ件

警察病皖二紹介サレタ医老ノ名鱒

2枚

Ⅱ枚

6枚

如

8枚

8枚

5枚

訳の

3枚

23枚

1枚

1枚

1枚

169 (都築正男私的メモ・書類)

都築資料目録

'NIPPON TIM鴫.(1946.4.2D

領収識

昭和二十年秋学期終了期日及冬学期開始朔日ノ通知

京城帝国大学教授秦清三郎ノ名刺

都築正男宛葉害三谷三郎

都築正男宛書簡今村荒男

都築正男宛書簡雪沢千代治

都築正男宛書簡守山隆章

都築正男宛書簡好仁会

都築正男宛書簡日本医擦団結核課

都築正男宛書簡喜多島姪磨

都築正男宛書簡牧生はな

都築正男宛電報

南原総長及内田前総長ノ挨拶ノ通知

09-9

11-8

38-1
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都築・佐々教授宛書簡景浦尚記

2点メモ

、

171 (広島・長崎調査メモ)

原子燥弾災害闘査表 1枚2部

火阪市福馬区大阪帝大優学部長宛都築正男 、

小宮内科広島市被爆(症状)

原爆被害者二開スル調査

(アメリカ原子爆卿災害湘査団来崎に伴うメモ)

長峪医科大学ノ案内図

白動車揮発油使用量報告書

(薬品・医療具のメモ)長崎医科大学影浦内科学教室

長崎市内視察行程

It is desired that the f0ⅡOwing individua15 Hvlng in the Nishiyema Reservoir area be
Seen

広島行動予定

Reviced schedule at Hiroshima end Kure (DeC 16-'21,1946)

Schedule at Hiroshima and KUTe (DeC16-21,194句 Pla口ned by Dr M TSUZURi, Dec
16.1946 2部

Schedule ofthe survey at Hir船、1ma

Schedule at Hiroshime

Atomic casua16es in the V且τious Buildings at Hiroshlma 3 劃1

The m05t inteTesting data obtained was that on the b!oad studie5 0f a large group of
People living ln the Nishiyeme teseTvoir area of Nagesaki.

Ⅱ3 原子爆弾災害公報

大本営発表

内務雀防空総本部当局談(8.8)

内務岩防空総本部当局訣(8.9)

具鎮参謀長発(8.フ)

呉鎮長官発(8,6)

熱傷(具鎮救ゴ隊伊藤指揮官報告ヨリ)(8.1の

早期一般症状中注意ヲ要スルモノ(具鎮衛第四報)

熱傷者ノ症状(陸・中国軍軍医部)(8.1D

42

( 8.13)
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都築.佐凌教授宛書簡景浦尚記

2点メモ

、

171 (広島・長崎調査メモ)

原子燥弾災害調査表 1枚2部

大阪市福馬区大阪帝大医学部長宛都築正男 ＼

小宮内科広島市被爆(症状)

原爆被害者二関スル調査

(フメリカ原子爆弾災害細査団来崎に伴うメモ)

長崎医科大学ノ案内図

自動車揮発油使用量報告書

(薬品.医療具のメモ)長崎医科六学影浦内科学教室

長崎市内視察行程

It ls desired that the f0ⅡOwin宮 individuals living in 血e Nishiyama Re5ervoil atea be
Seen

広島行動予定

Reviced schedule at Hiroshima and Kure (DeC16-21,1946)

Schedule at Hiroshima and KU北(DeC16-21,1946) planned by Dr M TSU.UI{1, Dec・
16,1946 2部

Schedule ofthe sutvey 皐t HirosMma

Schedule at HiToshima

At0訂11C ce5Ualtiesin 伽e various Buildings at Hit帖hima 3瑚1

People Hving in the Nishiyama reseTvoir atea of Nagaseki.

173 原子爆弾災害公報

六本営発表

内務蜜防空総本部当局談(8.幻

内務省防空総本部当局談(8,9)

呉鎮参謀長発(8.フ)

具鎮長官発(8.6)

熱傷(呉鎮救ゴ隊伊藤指抓官報告ヨリ)(8.10)
早期一般症状中注意ヲ要スルモノ(呉鎮衛第四報)(8.1幻

熱傷者ノ症状(陞・中国軍軍医部)(8.1D

42

、

)

(中国軍軍医部調

Ⅱ4 新型爆弾二依ル長崎戦災状況ノ件穀告

佐世保鎮守府軍医長報告(昭和20年8月Ⅱ日)

針尾海兵団派遣救護隊・長崎市原子爆弾被害剥査報告(昭和20年9月12日)
諌早海軍病院症例島田軍医大尉

火村海軍病院症例塩月正雄

諌早海軍病院海軍々医少佐佐心木宏

原子爆弾二因ル人体損傷調査概況報告(昭和20年8月31日)

175 原子爆弾熱傷二就テ

広島職災老統託県衛生課調査

,
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゛

The lnostinteresting data obtained W給 that on 小e bload studies of e leTge group of

死因ノ考察(海軍報告)

長崎医科大学理学的療法科助教授永井隆氏記録

原子爆弾熱傷ノ豫後

収容忠、者二就テノ熱傷卜外傷

広島市ノ死者数(距離別)

救護状況(広島)海軍

原子爆弾ノ威力(佐世保鎮守府軍医長報告ヨリ)(8.1D

長崎市被害状況(針尾海兵団報告ヨリ)

救護状況(広島)陸軍

岩国海軍病院収容傷者

早期死亡統計(長崎)

大村海軍病院収容者、死亡者

嬉野海軍病院収容者死亡状況

陸海軍技術運用連絡委員会記録昭和20年8月9日(於学士会館)
(水島教授報告)

(熊谷助教授談)

(石原中佐談)

(8-17日)学研輸血代用品班委員会
(福田助教授談)

海軍報告(Ⅱ月30日)総括
原子爆弾ノ人体二及飛ス影響

ウラソ分解産物ノ放射能線ニヨル血液内白血液内白血球数調査成績
査)
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広島戦災被害統計 3-13 中国軍管区司令部

広島職災者統計 8-25現在県保安課

広島原子爆弾羅災者数米軍総司令部沙外局発表(21.2.4)『毎日新開』

Population o{t11e C1り10f HiToshlma e5timated 0缶Cie11y by Mr. NIOTishita, Deputy
Meyor. Desttibution ofthe popula60n befote b伽lbi11g on August 5th 1945

中国軍管区部隊被害状況・陸軍(20.8.2の調

広島市国民学佼児童(9月上旬胡)中学校勤労学徒(9月上旬~10月中旬稠)

広島地区戸外櫂災状況朋査衷.

比治山女学校生徒、師団司令部ニテ作業中 0.8KM

大竹町字大竹町櫂災者調(大竹警察署長談>(11月7日現在)

熱傷多発状況ノー例

広島第二陸軍病皖職員被害調(n-9)

広島市日本銀行支店 SE認om

広島市中央電話局 SE20om

広島市銀行グラブ SE20om

広島市袋町電信局東南 0.9KM

広島第一陸軍病院北方 0.5KM

移動演劇団宿舎東方 0.7KM

広島市中国配電 S80om

広島放送局 JOFK EI.OKM

広島逓信局 1350.m

広島日赤支部病院 S2.OKM

長崎地区原子爆弾災害建物別櫂災者数

長崎市城山国民学校 0,4KM

長崎市淵国民学校 1.2 KM

長崎市鎮西中学校 0.5 KM

長崎弗何毎所.(0.1~02KND

長崎医科大学附属医院 0.8KM

嬉野海軍病院二収容セル長崎ノ原子爆弾性障碍店、者二関スル報告

Nakashlmaand lshikawa :1nveS6getion 0丘njuring 巳丘ects upon the human body by
th巳巳Xplasion o{皐tomlc bomb at Nagaseki city

Kumamoto Medlcalc0Ⅱege

Kyoto lmperial univerS1切. FecU1り, of Medicine

Survey of casualties by atomlc bomb at Nagasald, Dr Raisuke shirebe, Nngasaki
Medicalc0Ⅱege.

44
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広島戦災被害統計 8-13 中国軍管区司令部

広島戰災者統計 8-25現在県保安課

広島原子爆弾羅災老数米軍総司令部渉外局発表(21.2.心『毎日新聞』
P。 ulati。n 。f the clty o{ Hlt05hima eS61nated 0缶01且Ⅱy by Mr. Nlotishlta, Deputy

Ma 。r. Destribution ofthe poP111etion befote bombing on AugU5t 5th 〕945

中国軍管区部隊被害状況・陸軍(20.8.2の翻

広島市国民学校児童(9月上旬期)中学校勤労学徒(9月上旬~10月中旬調)
広島地区戸外羅災状況調査表_

比治山女学校生徒、師団司令部ニテ作業中 0.8KM

大竹町字大竹町羅災者剥(大竹警察署長談) alH7日現在)

熱傷多発状況ノー例

広島第二陸軍病院職員被害制(Ⅱ一9)

広島市日本銀行支店 SE謁om
SE20om広島市中央電話局
SE20om広島市銀行クラプ

広島市袋町電信局東南 09KM

広島第一陸軍病院北方 0.51くM

移動演劇団宿舎東方 0.7KM

広島市中国配電 S80om

広島放送局 JOFK EI.OKM
玲50m広島逓信局

広島日赤支部病院 S2.OKM

長崎地区原子爆弾災害建物別羅災老数

長崎市城山国民学校 0.4KM

長崎市淵国民学校 1.21くM

長崎市鎮西中学校 0.5KM

長崎刑務所.(0.1~0,2KM)

長崎医科大学附属医院 0.8KM

嬉野海軍病院二収容セル長崎ノ原子爆弾性障碍恋、者二関スル報告
NekasMmaand 15hikawa :1nvest璃ation ofinjuting 巳仟ects upon the human body by

the explasion of 丑tomlc bomb at N且目asakl city
Kumemoto Medical c0Ⅱege

Kyoto lmpetlal unlver5iw. FacU1抄 of Mediclne
Surve 。f casualtie5 by atomic bomb at Nagasakl, Dr Raisuke shirabe, Nagasaki

Medicalc0Ⅱe菖e.

'1
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176 AutopS丁 Ca託(Dr. M. Miyake)
〔ー々1

Geneτ日lreview of path・丑Uatomical exami口ations.

Consid巳τation

ConclU5ion

177 A11topsycasea

陸軍軍医学校早期剖検例(8-8~15)(睦軍山科医少佐、海軍大野隠少佐)

Hemat010gical study on the Atomic Bomb Di5ease

178 原子爆弾災害報告・調査・新聞記事

原子爆弾ノ正体ヲ衝ク①『毎日新開』昭和20年9月9日

『Tiπ)e』記事 The Atomic Ageヨリ

原子爆弾ノ正体ヲ衝ク②『毎日新聞』昭和20年9月10日

原子爆弾ノ正体ヲ衝ク③『毎日新聞』昭和20年9月10日

Atomic Nucleus, Fission

地上二於ケル 1線分布(r単位トシテ) C01.S,L.wahen

爆源ノ高サ

火球ノ大サ

爆央

幅射線

熱

糎射線ノ作用

爆風

中性子強度

放射能エネルギー

Fi5Sion fragment (皆jlD

西山地区住民ノ調査

高須地区住民ノ朗査

火骨(燐)ヨリ出ヅルニ次性誘導放射能二就テ(村地孝一氏談)

放射能ニトニフ線ノ地上分布(理研村地氏計算)

放射能ノ障害作用

Mi1Ⅱonvoltx tay . C01. S.L.warre訂(米国二於ケル生物実験)
米 C01.S. L.W'arren 談

44
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原子爆弾発時地上放射能分布

'N.wsweek'(1945.12.1の

'Newsweek"(1945.12.17)

"NewsweeR. a945.12.24)

'Newsweek"(1946.2,4)

'Tlme.(1946.2.4)

'Newsweel{.(1946.2,1D (1nteTnetioneD

'New.wook.(1946.2.1D (A如y and Nav"

'NeW5Week, a946.2.1D (From Hit05hima : A Report and a Questlon)

-Newsweek.(1946.2.1D (Mediclne)

'NipponTimes,(19".2.2D (新聞切抜)

a946.2.22)(新聞切抜)

『毎日新聞』(1946.2.22)(新聞切抜)

179 (呉鎮守府報告書の筆写)

8-6発呉鎮長官宛呉病長海兵団長、呉工廠長、十一室廠長、呉施設部長(信令第
594号)

8-6発呉鎮長官宛呉海軍病院、賀茂海軍病院長信号第駒7号

8-6発呉鎮長官宛呉海軍病院長(信令第596号)

8-6発呉鎮参謀宛呉警備隊、呉海兵団、呉軍儒部、具迎輸部(信令第598号)

8-7発呉鎮参謀長宛部下一般(電話13号)

(信電令第73号)発呉鎮長官宛部下一般
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都築正男宛(謄写印刷1枚)学術体制刷新委員会・委員長兼重寛九郎

学術体制刷新委員会会則

学術体制刷新委員会識事規則
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学術体制刷新委員会地方連絡委員会規則

学術体制刷新委員会地方連諮委員会委員名簿(関東)

関東地方連絡委員会第一回会合にっいて(昭和二十二年九月二十七日)
、

355 原子爆弾後障害研究会

広島駅発列車時刻表

原子爆弾後障害研究会講演及び順序

観光案内(広島バス株式会社)

観光案内(広島市産業局観光課)
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4移原子爆弾災害調査研究

3舶(研究経過・計画)

原水爆被害に関,る総括的研究木村毅一

来年度の研究計画九大入江英雄

書簡1枚大阪市大医学部生物物理松木一男・古久保俊子
研究経過報告書提出に0いて長崎大学医学部限科教授広瀬金之助
研究経過報告書総合課題原水爆被害に関する総括的研究

来年度の研究計画書(東大理)斎藤信房

原爆被爆老個人調杏表

健康調査表

娼

原子爆弾災害詞査研究

研究組織代衷者塩田廣重

耳鼻咽喉科領城に於ける原爆後遺症協力研究者長崎大学医、耳鼻咽喉科、教授後
藤敏郎外7名

原爆放射能の人類口腔預城に及ぽナ影糎(第2回報告)協力研究者長崎大学医、歯科
講師富崎利親

原子爆弾による視器陣害の調査班員長崎大学医、眼科教授広瀬金之助協力研究
者長崎大学躍、眼科徳永汰彦

原爆熱傷鍛痕に対ナるクラウゼ氏植技術の統計的観察補遺班員広島逓信病院院長
蜂谷道彦協力研究者広島逓信病院外科土井達郎、月藤春雄

原爆被爆虫垂炎患岩の由血球数に就て班員広島逓信病院院長蜂谷道彦協力研究
者広島逓信病院外科安原宏

原子爆弾被爆者の自律神経機能に就て班員広島逓信病院院長蜂谷道彦協力研究
老広島逓信病院外科勝部玄、太田信吾

被爆による母体現境の変イ助町台生期臓器形成に及ぼナ影響にっいて班員長崎火学医
病理、教授林一郎

広島に於ける原爆被爆者の副瞥機能班員広島逓信病院院長蜂谷道彦協力研究考
広島逓信病院内科藤井崇

被爆老後遺症の闘杢、特に血液学的所見に関する需査研究斑員熊本大学医、内科教
授河北靖夫

長崎市在侘原子爆弾被爆者の血液像に就て班員九大医、放射線治療科教授入江英
雄

原子爆弾症後造症の精神神経病学的症例研究班員広島医科大学がX授小沼十寸穂
原子爆弾被爆者の調査並に臨床的検査班員京大医、教授菊池武孝

原爆被爆者(大竹町在住者)調杏報告外科的方面一第2回報告班員 広島医科大学

教授河石九二夫協力研究者広島医火助手膿浪武、宇根本政之

原爆被爆当(大竹町在生者)の臨休的観察広島医科大学学長河石九二夫教授浦城
二郎

原爆8年後に調査Lたる大竹町在住被爆者の総合調査一血液学的所見(第2報)班員
広島大学医学部教授渡辺翫
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